
  総合型選抜と学校推薦型選抜の違いとは？ 

 

  学校推薦型選抜は原則として高校の学校長の推薦を必要としま

すが、総合型選抜は出願条件を満たしていれば、出願できます。   

総合型選抜は 9月以降にエントリーがスタート。それに対し、学校

推薦型選抜の出願は 11 月以降です。学校推薦型選抜は主に評定平均

や検定取得実績、部活動実績等の高校生活での実績に重きを置かれ、

指定校推薦も含まれます。総合型選抜では、高校生活での実績に加え

て、体験授業やグループディスカッションなど学校独自の選抜方法が

あります。 

  3年生での急な進路変更のタイムリミットは？ 

 

  3年生の 7月末に実施される三者面談がタイムリミットです。し

かし、3年生での急な変更は、受験対策の遅れや選択肢がかなり制限

されることを考えると、大きなリスクを伴うと言えます。進路決定の

流れとしては、1年生で「就職・進学・公務員のどの分野に進むか」、

また「将来就きたい職業」や「学びたい学問」を決定します。2年生

では、「県内か県外か」、「大学か短大か」「具体的に目指す学校はどこ

か」など、将来の目標を実現するため具体的にどんな場所で、どんな

ふうに学びたいか（働きたいか）を決定します。合格のために必要な

検定取得も 2年生までに計画的に行いたいものです。そして、3年生

は、2年生までに決定した進路目標の実現のため、合格を目指して学

科試験や小論文・面接対策に取り組んでいきます。例年、80％程度の

生徒は 3年生の 2学期までに進路が決定しますので、1.2年生までに

進路希望を確定しておくことをお勧めします。 

「成功」の反対は「失敗」ではなく、 

「何もしないこと」、「挑戦しないこと」 

①1年生で学ぶ商業科目が 3年間の基礎です。苦手とならないよう

復習や練習の繰り返しで基礎固めを。受験する検定試験は全て合

格する気持ちで。 

②検定取得に関しては、2 年生の末までに、実用英語技能検定試験

準 2級以上、全商協会各種検定 1級、ＩＴパスポート等の取得を

目指しましょう。英語検定 2級や日商簿記 2級、ＩＴパスポート

以上の情報系の検定は、国公立大学や難関私立大学の出願基準に

もなっています。 

③予習・復習、課題や小テストへの取り組みはしっかりと。読解力

は全科目の基礎と心得て読書量を増やしましょう。 

④部活動や学校行事を始め、体験・経験を通して自分を向上させる

ことに取り組みましょう。 

⑤社会で通用するマナーを身に付けよう。「久商 STYLE TEN」はそ

の入口。 

⑥新聞を読もう、ニュースを見よう。情報や時事問題について自分

の意見を持ち、発信する力が求められている。 

 

全てにおいて、目標を立て、計画的かつ確実に取り組み、改善を重

ね、目標達成に近づいていきましょう。 
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や
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久
南
定
期
戦 

昨
年
、
今
年
と
２
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
た
久
南
定
期
戦
… 

そ
の
歴
史
は
古
く
、
第
一
回
の
開
催
は
一
九
四
九
年
、
な
ん
と
今

か
ら
七
十
二
年
前
に
な
り
ま
す
。 

一
九
四
七
年
『
終
戦
で
目
的
を
失
っ
た
学
生
た
ち
の
精
神
面
の

教
育
の
た
め
に
』
と
、
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
久
商
、
南
筑
、

明
善
の
交
流
戦
を
再
開
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
に
久
南
定
期
戦
と
な

り
、
現
在
に
至
る
そ
う
で
す
。 

久
商
野
球
部
（
一
九
〇
〇
年
創
部
）
部
員
は
格
別
の
思
い
を
抱

き
、
年
に
一
度
の
伝
統
の
一
戦
に
臨
み
、
全
校
一
丸
と
な
っ
て
応

援
す
る
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
時
間
で
す
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
か

ら
エ
ー
ル
の
交
換
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

戦
後
誰
も
が
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ

た
中
で
も
、
先
人
た
ち
は
子
ど
も
達
を
思
う

気
持
ち
を
失
わ
ず
、
今
に
続
く
久
南
定
期
戦

を
遺
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
コ
ロ
ナ
禍
で
迷
走
す
る
我
々
は
、
そ
の

た
く
ま
し
さ
を
見
習
っ
て
、
苦
境
の
中
で
も

周
り
を
思
い
や
り
、
前
向
き
に
生
き
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。 

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に
沿
っ
た

応
援
練
習
を
し
て
、
楽
し
み
に
当
日
を
待
っ

て
い
た
矢
先
の
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
。 

来
年
こ
そ
必
ず
再
開
し
て
現
一
年
生
、
二

年
生
に
、
こ
の
感
動
を
共
有
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
進路実現に向けて 1・2年生時には 

次のような心がけが大切です 

コ
ロ
ナ
渦
で
活
動
に
制
限
の
あ
る
中
、

広
報
誌
の
紙
面
の
見
直
し
な
ど
も
含
め
て 

試
験
的
に
ネ
ッ
ト
配
信
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
で
挨
拶
文
の

寄
稿
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
う
ち
の
息
子
は
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
生
で
、
進
路

を
決
め
る
重
要
な
時
期
に
入
り
ま
し
た
。
一
年
次
は
部
活
の
応

援
や
学
校
の
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
保
護
者
と
し
て
も
楽
し

く
過
ご
せ
ま
し
た
。
二
年
生
、
三
年
生
に
な
れ
ば
も
っ
と
子
供

た
ち
の
活
躍
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
す
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
年
生
、
二
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
入
学
当

初
か
ら
あ
ら
ゆ
る
行
事
に
制
限
が
か
か
り
学
校
の
様
子
に
触
れ

る
こ
と
も
で
き
ず
残
念
な
気
持
ち
を
持
た
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

            久商だより          HP 第１回 

久
商
だ
よ
り 

HP第１号 
編集・発行 
広報委員会 

進路指導部より 進路 Q＆A 


